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論文内容の要旨
【目的】ヒト基底核の発生を形態学的に明らかにするために、基底骸発生に相当するCarnegiestage 12-
21のヒト匹子を用いて、コンピューターグラフィクスによる 3次元再構成画像を作製し某底核投びそれに
関連した大脳構造物の発生形態を検討したο
【材料・方法】点者IS大学附属先天異常標本解析センター保有の約2千ヒト佐子の切片標木(Hcm a toxy lin& 
Eosin染色)中、完令?な連続切片として保管してあるCarnegiestage 12 -21の峰子を用いた。これらの連
続切片を全てデジタル画像化し (Nikondigital camera Coolpix 910，Nikon)、さらにコンビューターグ
ラフィクス (TRI32. Ratoc Systcms Enginccring Company Limitcd. Tokyo)を崩いて3次元再構
成両像の作製を行い、形態観築した。
【結果】 1)Carnegic stagc } 2、13期における匹Tの間脳では、中脳の分界講は間脳脳案の視床下部溝と
して乳頭体陥1IJを経て、終脳脳事の前視焔凹へと連なっていた。 2)Carnegie sLage 14期の終脳には、内
側と外側基底骸稜が形成されていた。問脳の分界溝はこの2稜問の溝として終脳に連なり、 16-19期には
側脳室形成に伴って、分界溝がモンロー孔を経て組IJ脳室稜間j曹を走行していた。内側基底抜稜は終脳の基
底板、外側某底核稜は終脳の翼板であり、終板は終脳の底板であった。 3)後期恒子では、基底核稜と総て
の基底核と扇桃体が関連し、 Carncεicstagc 19期には尾扶核頭部と内側中隔核、 20期に淡蒼球内側部、
そして21期には前視部がそれぞれ終脳の内側基版核稜から発生していた。 4)CarnegIe stage 16期には前
梨状部、 17期には唄球、 19期には尾状核頭部と巾隔側惰核部など、 20期には淡重量球外側部と被殻、 21期に
は足状核体部と扇桃体、さらに扇桃体よりその後方に伸展して形成される尾状骸属部などが、それぞれ終
脳の外側基j底核稜より生ずることが観測されたc5) Carnegie stage 15期の終脳脳寝畦が16期になると陥
人して唄結節脳室となりこの壁より唄結節形成されていた3
【結論】基底核及びそれに関連した大脳構造物は総て杯子初期から終脳の構造物として発生したものであ
ると考えられた。
論文審査の結果の要旨
【目的】ヒト基j長核の発生を形態学的に明らかにするために、基底核発生に相当するCarncgiestage 12-
21のヒト峰子を用いて、コンビューターグラフィクスによる 3次元再構成画像を作製し基低核及びそれに
関連した大脳構造物の発牛形態を検討した。
【材料・方法】京都大学附!混先天兇常標本解析センタ一保有の約2Tヒト肝子の切片標本 (Hematoxylin
& Eosin染色)中、完全な連続切片として保管しであるCarnegiestagG 12 -21 の麻子をJti~、た。これら
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の連続切片を全てデジタノレ画像化し、 (Nikondiεital camera Coolpix 910，Nikon)、さらにコンビュー
ターグラフィクス (TRI32， Ratoc Systems Engineering Cornpany Limited， Tokyo)を問いて3次
;(.再構成l画像の作製を行い、形態観察した。
【結果】 1)Carn昭iestagc 12、13期における旺子の間脳では、中脳の分界満は間脳脳室の視床下部溝と
して乳頭体陥凹を経て、終脳脳室の前視陥凹へと連なっていた。 2)Carnegie叫age14期の終脳には、内
側と外側基底核稜が形成きれていた。間脳の分界溝はこの2稜聞の・講として終脳に連なり、 16-19期には
側脳室形成に伴って、分界溝がモンロー孔を経て倒脳室稜間溝を走行していた。内側基底核稜は終脳の基
!底板、外側基底核稜は終脳の翼板であり、終板は終脳のrK板であった。 3)後期匹子では、基!底核被と総て
の基底核と扇桃体が関連し、 Carnegiestagc 19期には尾状核頭部と内側中隔核、 20期に淡蒼球内側部、
そして21期には前視台I~がそれぞれ終脳の内側基底核稜から発生していた。 4) Carneg'ie slage 16期には前
梨状部、 17別には喚球、 19期lには尾状綾頭部と巾隔側{奇鞍部など、 20期には淡蒼球外側部と被殻、 21期に
は尾状核休部と扇桃{木、さらに稿桃体よりその後)jに伸展して形成される出状鞍尾部などが、それぞれ終
脳の外側基底核稜より生ずることが観察されたc 日)Carnegie stage 15期の終脳脳宅壁が16期になると陥
入して嘆結節脳室となりこの壁より月臭事占節が形成されていた。
【結論】基底核及びそれに関連した大脳構造物は総て匹子初期から終脳の構造物として発生したものであ
ると考えられた。
以上の研究は、脳の基底核の発生をヒト妊子で解明したもので、脳の先天性異常発生に寄与すると考え
られる。よって本研究者は博士(医学)の竿位を授勺-されるに値すると認められた。
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